
再生可能エネルギー
固
定
価
格
買
取
制
度
開
始
か
ら
１
年

高
水
準
の
出
荷
続
く

ソフトバンクなどが参画する島根県浜田市
での風力発電プロジェクト（イメージ図）

集
合
住
宅
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
太
陽
光
発
電
の

導
入
が
進
む

タ
カ
ラ
レ
ー
ベ
ン
が
手
が
け
た
埼
玉

県
戸
田
市
の
「
レ
ー
ベ
ン
ハ
イ
ム
戸
田
ソ
ラ
リ
エ

下
水
汚
泥
活
用
進
む

大原鉄工所のバイオガス発電機は発電効率 ％を実現

太
陽
光
発
電

普及拡大期へ

バ
イ
オ
マ
ス
発
電

　
東
日
本
大
震
災
を
経
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
効
率
の

高
い
社
会
づ
く
り
を
志
向
す
る
中
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
期
待
は
大
き

い
。
２
０
１
２
年
７
月
に
発
電
し
た
電
力
の
全
量
を
買
い
取
る
「
固
定
価
格
買
取

制
度
」
を
開
始
し
て
以
後
、
現
時
点
は
太
陽
光
発
電
の
導
入
に
集
中
。
た
だ
こ
の

先
は
風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
小
水
力
、
地
熱
の
利
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進
み
、
関

連
ビ
ジ
ネ
ス
は
広
が
り
を
見
せ
る
。
ま
た
系
統
連
係
と
の
確
実
な
接
続
な
ど
の
課

題
も
あ
り
、
今
後
は
普
及
拡
大
の
ス
ピ
ー
ド
が
ど
こ
ま
で
進
む
か
注
目
さ
れ
る
。

中
核
へ
期
待
高
ま
る

風
力
発
電

参
入
へ
動
き
活
発
化

小
水
力
発
電

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 ６月２７日 木曜日 　　

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
の
た
め
の
起
爆
剤
「
固

定
価
格
買
取
制
度
」
は
、
施

行
開
始
か
ら
ま
も
な
く
１
年

が
経
つ
。
制
度
が
呼
び
水
と

な
っ
て
太
陽
光
発
電
の
導
入

は
拡
大
を
続
け
て
い
る
。
２

月
ま
で
に
経
済
産
業
省
が
買

い
取
り
対
象
と
な
る
設
備
認

定
を
し
た
太
陽
光
発
電
の
総

出
力
は
１
２
０
０
万

を

超
え
た
。
制
度
で
先
行
す
る

ド
イ
ツ
の
累
積
導
入
量
３
３

０
０
万

の
３
分
の
１
の

量
の
導
入
が
ほ
ぼ
１
年
で
決

ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
太
陽

電
池
メ
ー
カ
ー
各
社
も
旺
盛

な
需
要
に
応
え
る
た
め
工
場

を
フ
ル
稼
働
さ
せ
て
い
る
。

　
三
菱
電
機
は
５
月
、
太
陽

電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
生
産
能

力
を
従
来
比

％
増
の
年

万

に
引
き
上
げ
た
。

円
の
買
い
取
り
価
格
が
適
応

さ
れ
る

年
３
月
末
に
受
注

が
殺
到
。
受
注
残
が
積
み
上

が
り
、
納
期
が

年
に
か
か

る
案
件
も
あ
る
。

年
度
は

前
年
度
比

％
増
の

万

近
い
販
売
を
計
画
。
操
業

時
間
を
延
ば
し
、
生
産
能
力

を
上
回
る
量
を
販
売
す
る
。

　
シ
ャ
ー
プ
は

年
度
、
同

％
増
の
１
６
０
万

の

販
売
を
計
画
。
京
セ
ラ
も

年
度
は
同

％
増
の
１
０
０

万

以
上
の
販
売
を
目
指

す
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
も
同

％
増
の

万

の
販
売
を

予
定
。

年
末
に
マ
レ
ー
シ

ア
工
場
が
稼
働
し
た
こ
と
で

同
社
は

年
度
中
に
生
産
能

力
を
年

万

に
拡
大
す

る
。

　
太
陽
光
発
電
協
会
に
よ
る

と

年
度
の
太
陽
電
池
の
国

内
出
荷
量
は
前
年
度
比
２
・

７
倍
の
３
８
０
万

。
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー

大
規
模
太
陽

光
発
電
所

な
ど
非
住
宅
向

け
は
１
９
３
万

と
、
前

年
度
の
ほ
ぼ

倍
に
急
拡
大

し
た
。
設
備
認
定
を
受
け
た

太
陽
光
発
電
１
２
０
０
万

の
う
ち
、
運
転
を
始
め
た

の
は
１
５
０
万

程
度
。

ほ
と
ん
ど
が
未
稼
働
な
た
め

年
―

年
度
に
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
の
建
設
工
事
が
集
中
す

る
と
見
ら
れ
、
太
陽
電
池
も

高
水
準
の
出
荷
が
続
く
。
４

月
か
ら
買
い
取
り
価
格
が
引

き
下
げ
ら
れ
た
影
響
も
今
の

と
こ
ろ
見
ら
れ
な
い
。

　
た
だ
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
北
海
道

電
力
で
送
電
網
の
容
量
の
限

界
か
ら
受
け
入
れ
に
制
限
を

設
け
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
る

な
ど
、
送
電
網
と
の
接
続
問

題
も
顕
在
化
。
施
工
品
質
確

保
や
施
工
業
者
や
人
材
の
育

成
な
ど
も
踏
ま
え
、
今
後
の

導
入
ス
ピ
ー
ド
が
注
目
さ
れ

る
。

　
発
電
コ
ス
ト
が
安
く
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
核
に

も
な
る
と
見
ら
れ
る
風
力
発

電
だ
が
、
買
取
制
度
開
始
以

後
の
出
だ
し
は
こ
れ
ま
で
低

調
な
動
き
に
留
ま
っ
て
き

た
。

　
今
春
に
は
京
都
府
伊
根
町

の
風
力
発
電
所
で
の
風
力
発

電
の
上
部
が
折
れ
て
ナ
セ
ル

発
電
機
や
増
速
機
な
ど
の

構
造
物

が
落
下
す
る
事
故

な
ど
が
相
次
ぎ
発
生
。
ま
た

年

月
に
環
境
影
響
評
価

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

の

実
施
が
必
要
な
事
業
に
風
力

発
電
が
追
加
さ
れ
、
事
業
開

始
ま
で
に
４
年
程
度
時
間
が

か
か
る
こ
と
も
響
い
た
。
制

度
の
恩
恵
を
反
映
し
た
活
性

化
に
は
も
う
少
し
時
間
が
か

か
る
と
見
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
意
欲

的
な
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー

プ
が
三
井
物
産
と
と
も
に
、

グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
イ
ン
ベ
ス

ト
メ
ン
ト
が
島
根
県
島
田
市

で
建
設
す
る
風
力
発
電
事
業

に
参
加
す
る
こ
と
が
発
表
さ

れ
た
。
建
設
す
る
の
は

基

の
風
力
発
電
機
で
出
力
規
模

は
約
４
万
８
４
３
０

、

年
度
中
の
運
転
開
始
を
目

指
す
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
開
発
に
伴
っ
て
新
設
す
る

建
設
や
保
守
の
た
め
の
道
路

は
地
元
の
造
林
事
業
者
と
共

用
す
る
な
ど
、
地
域
と
の
調

整
を
重
視
し
て
い
る
。

　
ま
た
福
島
県
沖
で
は
産
官

学
に
よ
る
大
規
模
な
浮
体
式

洋
上
風
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
進
行
中
。
中
長
期
的
な

視
点
で
は
周
囲
を
海
に
囲
ま

れ
た
日
本
の
地
形
で
は
洋
上

風
力
発
電
が
有
望
視
さ
れ
る

が
、
こ
こ
で
も
漁
業
関
係
者

と
の
調
整
は
必
須
。
信
頼
性

の
高
い
風
車
の
設
計
や
、
日

本
の
地
形
に
合
っ
た
風
の
予

測
な
ど
技
術
課
題
克
服
に
加

え
、
地
域
と
の
協
力
体
制
の

確
立
を
い
か
に
は
か
る
か
は

今
後
の
大
き
な
カ
ギ
に
な
る

と
み
ら
れ
る
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
分
野
で

は
、
農
林
水
産
省
や
経
済
産

業
省
な
ど
７
府
省
が

年
に

バ
イ
オ
マ
ス
事
業
化
戦
略
を

策
定
し
た
。
利
用
技
術
の
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
実

用
化
に
向
け
重
点
活
用
す
る

技
術
と
具
体
的
な
バ
イ
オ
マ

ス
を
整
理
。
技
術
面
で
は
メ

タ
ン
発
酵
・
堆
肥
化
や
直
接

燃
焼
な
ど
を
挙
げ
、
バ
イ
オ

マ
ス
で
は
木
質
、
食
品
廃
棄

物
、
下
水
汚
泥
、
家
畜
排
せ

つ
物
を
選
定
し
た
。

　
中
で
も
重
点
バ
イ
オ
マ
ス

の
一
つ
下
水
汚
泥
を
活
用
し

た
技
術
開
発
が
進
ん
で
い

る
。
三
菱
化
工
機
は
一
度
メ

タ
ン
発
酵
さ
せ
て
脱
水
処
理

し
た
下
水
汚
泥
を
再
処
理

し
、
汚
泥
の
排
出
量
を
削
減

し
な
が
ら
メ
タ
ン
ガ
ス
の
回

収
量
を
増
や
す
シ
ス
テ
ム
を

開
発
。
一
度
処
理
し
た
汚
泥

に
水
蒸
気
を
圧
入
し
高
温
高

圧
状
態
に
す
る
熱
可
溶
化
に

よ
り
、
汚
泥
の
分
解
を
促

進
。
脱
水
汚
泥
の
排
出
量
を

従
来
設
備
と
比
べ

―

％

減
溶
化
し
、
メ
タ
ン
ガ
ス
の

発
生
量
は
従
来
設
備
比

―

％
増
加
で
き
る
。

　
ま
た
大
原
鉄
工
所

新
潟

県
長
岡
市

は
下
水
汚
泥
な

ど
か
ら
得
ら
れ
る
メ
タ
ン
ガ

ス
に
適
用
可
能
な
発
電
機
を

開
発
し
た
。
市
販
の
パ
ッ
ケ

ー
ジ
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ

ン
発
電
機
の
エ
ン
ジ
ン
部
分

を
改
造
す
る
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン

化
技
術
を
使
い
、
初
期
費
用

を
抑
え
た
。

　
発
電
事
業
へ
の
参
入
が
相

次
ぐ
な
か
、
バ
イ
オ
マ
ス
燃

料
の
品
質
へ
の
要
求
も
高
ま

る
。
日
比
谷
ア
メ
ニ
ス

東

京
都
港
区

は
木
質
チ
ッ
プ

の
含
水
率
測
定
器
を
販
売
す

る
。
チ
ッ
プ
に
測
定
器
を
差

し
込
む
だ
け
で
瞬
時
に
測
れ

る
。
木
質
チ
ッ
プ
の
含
水
率

は
乾
燥
の
度
合
い
に
左
右
さ

れ
、
燃
料
と
し
て
使
っ
た
場

合
に
発
熱
量
に
影
響
す
る
。

こ
れ
ま
で
チ
ッ
プ
価
格
は
重

量
換
算
が
多
か
っ
た
が
、
含

水
率
な
ど
性
能
重
視
の
動
き

が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
る

小
水
力
発
電
で
は
、
政
府
や

企
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
面

か
ら
動
き
が
積
極
化
し
て
い

る
。

　
国
土
交
通
省
は
小
水
力
発

電
を
促
進
す
る
た
め
、
冬
場

な
ど
の
非
か
ん
が
い
期
な
ど

に
発
電
目
的
で
取
水
す
る
場

合
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

生
態
系
や
景
観
へ
の
影
響
調

査
を
省
略
で
き
る
な
ど
、
発

電
水
利
権
取
得
手
続
き
の
簡

素
化
な
ど
に
乗
り
出
し
て
い

る
。
丸
紅
子
会
社
の
三
峰
川

電
力

東
京
千
代
田
区

は

小
水
力
発
電
所
「

科
第
二

発
電
所
」
を
長
野
県
茅
野
市

に
建
設
す
る
。
運
転
開
始
は

月
を
予
定
。

　
認
可
出
力
は
１
４
１

で
、
年
間
発
電
量
は
一
般
家

庭
約
２
７
０
世
帯
の
電
力
消

費
量
を
見
込
む
。
発
電
し
た

電
力
は
買
取
制
度
を
活
用

し
、
完
工
後

年
間
売
電
す

る
。
同
発
電
所
は
丸
紅
に
と

っ
て
国
内
７
カ
所
目
と
な

る
。
今
後
も
国
内
で
中
・
小

水
力
発
電
所
の
開
発
を
進

め
、

年
ま
で
に
国
内
約

カ
所
程
度
ま
で
増
や
す
計
画

だ
。

　
帝
国
ホ
テ
ル
は
東
京
都
千

代
田
区
の
帝
国
ホ
テ
ル
東
京

で
、
空
調
に
使
う
循
環
水
の

高
低
落
差
を
活
用
し
た
小
水

力
発
電
を
導
入
し
た
。
同
社

に
よ
る
と
空
調
用
循
環
水
を

活
用
し
た
水
力
発
電
は
ホ
テ

ル
業
界
初
と
い
う
。
発
電
量

は
年
間
約
１
万
５
０
０
０

時
を
見
込
む
。

　
今
後
は
発
電
機
の
出
力
拡

大
や
設
置
場
所
の
拡
充
な
ど

を
検
討
。
ホ
テ
ル
内
の
未
利

用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用

を
進
め
、
環
境
対
策
を
強
化

す
る
。


